
NIIポータル研修資料 2007年 名古屋会場

• 前提条件
• 機関リポジトリを始めて設立する大学の図書館職員
• 全学の事業として機関リポジトリを設立する
• 全学の事業だが、図書館及び図書館委員会が担当する
• 説明対象は、リポジトリもオープンアクセスも知らない学内の
教員

• 説明する場所は各部局の教授会
• 図書館内では事業として認知されている
• システムは導入済みで画面とサンプルを紹介することはでき
る

• 全学の紀要や報告書をデジタル化可能な予算は（当面は）
ある



図書館が新しい事業を始めました
平成2007年7月13日（金） 図書館情報学部教授会

• どのようなサービスか？

• 中身は何か？

• 著作権は大丈夫か？

• どんな仕組みで誰が利用できるのか？

• 公開するとどのようなメリットがあるのか？

• 最後に図書館からのお願い

• 図１～５



どのようなサービスか？
• 大学の教育・研究の成果（研究成果）をデジタル形式で保存

し、大学の成果としてインターネット上で公開するサービスで

す。図書や雑誌のように恒久的な保存も目指します。

• 研究成果は図書館のサーバシステムに保存して公開します。

このサーバシステムには名前があり、リポジトリと呼びます。

• リポジトリは、「電子的な保存書庫」を意味します。図書館の

中にある更に小さな図書館をイメージしてください。この保存

書庫は先生方の研究成果のための電子的図書館です。世

界中の大学で導入が進みつつあります。→図１、図２



中身は何ですか？

• 学外の学術雑誌に掲載した査読済みの学術論文

• 学内の紀要や報告書などに掲載した論文や研究報
告

• 科学研究費報告書やCOE関連の報告書

• プレプリントやディスカッションペーパー、学会発表
資料

• 指導した学生の学位論文

• 授業に使うために作成した教材や資料、電子教材

• 一言で言うと、教育・研究に伴う知的活動の成果が
リポジトリの対象になります。



図１ リポジトリとは何か
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図２ 世界のリポジトリ
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著作権は大丈夫ですか？
• 大手出版社の多くが学術雑誌掲載論文のポストプリントやプ

レプリントのリポジトリでの公開を許諾しています。

• 例えば、Elsevier、Blackwell、Springer、Wiley、Natureな

ど著名な出版社の多くがこのような出版社です。

• ただし、これらの出版社が公開を許諾しているのは、大部分

は「著者最終稿」と呼ばれる原稿です。→図３

• 電子ジャーナルで使える「出版社版」のＰＤＦや抜き刷りなどとは

異なるものです。

• 原則として頂いた研究成果は全て図書館が著作権上の許諾条

件を調査した上で公開します。国内でも学会を中心に許諾条件
をデータベース化する事業が進んでいます。
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どんな仕組みで誰が利用できるのか？

• インターネット上で公開しますので、利用の制限はありませ
ん。研究に関心を有する世界中の研究者、学生などです。

• リポジトリのデータは、特有のプロトコルによって世界で共有
されます。また、GoogleやGoogle Scholarなどによっ
ても検索可能となります。

• このようなリポジトリの仕組みにより、紙媒体では考えられな
いアクセスと利用が可能になります。

• こうして、各大学や研究機関の研究成果が広く世界に知られ
るようになります。それがリポジトリの仕組みです。→図４



図４ リポジトリの仕組み
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公開するとどのようなメリットがあるのか？
（１）論文の引用度の上昇（←アクセス、ダウンロードの増加）
リポジトリで公開された論文は、有料の学術雑誌の論文より引用度が上
昇することが報告されています。→図５

（２）研究機関や大学の研究の視認性の向上
大学や学部、学科といった組織での研究成果・業績の一覧機能や発信
が可能になります。これを通して、大学や学部の研究の視認性がアップ
します。

（３）研究成果の恒久的保存
研究者の研究成果はこれまで保存の責任が明確ではありませんでした。
リポジトリにより大学が責任を持って保存することが可能になります。



物理学分野のオープンアクセス論文の引用の優位性
arXiv.orgでプレプリントが公開された論文（ポストプリント）は2.5倍から5倍引用される

図５ Stevan Harnad, Tim Brody, “Comparing the Impact of Open Access vs. Non-OA Articles in the same journal” 

D-Lib Magazine v.10, no.6 ( June 2004)より抜粋



最後に図書館からのお願い
（１）論文を執筆される場合は是非著者最終稿を保存して、図

書館にご寄贈下さい。図書館が責任を持って、デジタル保

存し、インターネット上で利用可能とします。著作権上の許

諾も図書館が責任を持って調査します。

（２）紀要や報告書をデジタル化しませんか？図書館の予算で

タイトルごとデジタル化し、保存・発信いたします。

（３）ご所属の学科や専攻の学位論文をデジタル化しません

か？図書館の予算でデジタル化し、保存・発信いたします。

（４）出版社によっては出版社版のPDFの公開を許諾していま

すので、ご寄贈お願いします。 （例）IEEE、APS、日本機械

学会など



ご静聴ありがとうございました

• リポジトリに関するご質問、論文のご寄贈に関するご質問、紀要や報告書、
学位論文などのデジタル化に関するご相談、ご質問は下記の担当までお
気軽にお寄せ下さい。

• デジタル化の予算についてもお気軽にご相談下さい。

• 論文のご寄贈は、下記メールアドレス宛添付ファイルでご送付下さい。
• 附属図書館スタッフ一同先生方のご寄贈を心よりお待ちしています。

（１）附属図書館リポジトリ担当 内島秀樹（ウチジマヒデキ）


